
Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

33 － 3
20 － 13
17 － 5
19 － 14

－

愛　知 東　京
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 12 2 3 0 2 0 4 4 (C) 2 0 1 0 1 1 1

5 * 4 0 2 0 1 3 3 5 * 0 0 0 0 3 0 0

6 * 17 2 5 1 2 1 1 6 2 0 1 0 2 2 0

7 6 0 2 2 0 2 2 7 * 10 2 2 0 0 3 0

8 * 11 0 4 3 1 14 2 8 2 0 1 0 0 6 1

9 10 1 3 1 1 0 0 9 0 0 0 0 0 1 0

10 4 0 2 0 0 2 0 10 0 0 0 0 0 0 0

11 * 11 0 5 1 1 13 0 11 0 0 0 0 1 0 0

12 6 0 2 2 1 3 0 12 4 0 2 0 1 3 0

13 2 0 1 0 0 4 3 13 * 5 0 2 1 2 8 0

14 2 0 0 2 3 6 1 14 * 8 0 3 2 3 8 1

15 4 1 0 1 0 2 0 15 * 2 0 1 0 2 3 0

0 0

89 6 29 13 12 50 16 35 2 13 3 15 35 3

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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加藤　奈月

小畑　恭子

二上　万由

亀井　悠梨乃米長　華菜

藤本　愛妃

脇　梨奈乃

浅野　真結子

粟津　雪乃

高木　優子

オコエ　桃仁花

中島　彩

佐藤　由璃果

吉田　舞衣

コーチコーチ 井上　眞一

馬瓜　ステファニー

アイメレク　モニィーク

渡辺　実鈴

合計

戦　　評

記載者 松尾　卓賢 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

No. 19E1 日時：

選　手　氏　名

高辻　真子

矢田　真悠

遠藤　桐

●高橋　尚裕（高知）

藤城　真理（福岡）

上田　祐季

選　手　氏　名

曽根川　幸

高橋　美帆

梅木　杏夢

若原　愛美

競技記録

愛　知 東　京89 35

2014年10月19日(日) 会場： 大村市体育文化センター10:00

少年女子準々決勝

主審

副審
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愛 知 東 京

１Ｑ、愛知オールコートマンツーマン、東京ハーフコートマンツーマンでスタート。序盤から愛知ペースで試合

が進む。愛知は＃１１、＃８のインサイド、＃６、＃４のアウトサイドからのシュートやドライブと多彩なオフェ

ンスでリズムを掴む。東京はプレッシャーの厳しい愛知のディフェンスをなかなか突破できず、８分間無得

点。８分過ぎに東京＃７が３Ｐを決めるがその後が続かず，逆に愛知＃６のスティールから連続得点を許し

てしまう。３３－３愛知リードで１Ｑ終了。２Ｑ途中、東京はディフェンスをゾーンに変更し、リズムを変えようと

する。オフェンスでも＃８、＃７が連続で決めるが、愛知ペースは変わらず、５３－１６で前半終了。

後半に入り、愛知はスティールからの得点を重ねていく。東京はなかなか得点が伸びず、７０－２１で３Ｑ終

了。４Ｑ，東京はオールコートのディフェンスに変えるが、愛知は落ち着いてボールを運ぶ。終盤速い展開の

ゲームになるが、８９－３５で試合終了。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

12 － 16
22 － 26
21 － 23
15 － 25

－

奈　良 北海道
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 0 0 0 0 0 0 0 4 (C) 20 1 4 9 2 8 3

5 * 5 1 1 0 4 1 3 5 * 6 2 0 0 1 0 4

6 0 0 0 0 0 0 0 6 2 0 1 0 1 6 2

7 0 0 0 0 1 0 0 7 * 23 2 7 3 1 15 4

8 * 28 1 12 1 4 3 2 8 * 13 1 4 2 0 3 0

9 * 2 0 1 0 5 3 0 10 0 0 0 0 1 5 1

10 2 0 1 0 1 4 0 11 0 0 0 0 0 0 0

11 4 0 2 0 1 3 1 12 * 0 0 0 0 1 0 0

12 * 9 3 0 0 2 4 0 13 0 0 0 0 0 0 0

13 0 0 0 0 0 0 0 14 0 0 0 0 0 0 0

14 0 0 0 0 0 1 0 9 2 0 1 0 0 1 0

15 * 20 3 4 3 3 2 1 15 * 24 0 11 2 3 6 0

0 0

70 8 21 4 21 21 7 90 6 28 16 10 44 14

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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佐藤 奈々美

西尾 友歩

井上 実都季

栗林 未和川島　祐子

福谷　奈夏

灘本　夏綺

米谷 帆芽

金﨑　真衣

中西 秀明

河村 美侑

田中 未来

久米 捺美

長岡 侑里

コーチコーチ 川﨑　弘策

嶋田　博美

濵田　奈穂

岡田　紗英

合計

戦　　評

記載者 山本　勇哉 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

No. 19E2 日時：

選　手　氏　名

天野　美穂

江草　晶帆

松田　帆花

○山内　俊幸（愛知）

本間　充（東京）

松田　真侑

選　手　氏　名

齋藤 麻未

塩野 絵梨

米島 沙弥華

横澤　純子

競技記録

奈　良 北海道70 90

2014年10月19日(日) 会場： 大村市体育文化センター11:55

少年女子準々決勝

主審

副審
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奈 良 北海道

両チームともハーフマンツーマンでスタート。立ち上がり、両チームとも硬さがみられ、シュートが決まらない。開始２分、

奈良＃１２の３Ｐで先制。北海道はインサイドを中心に攻めるが、奈良も激しいディフェンスとアウトサイドシュートで応

戦。終了間際、北海道＃７のバスケットカウントで４点リードし、１Ｑ終了。２Ｑ、奈良のインサイドのディフェンスが堅いと

みると、北海道はアウトサイドを起点に攻め、＃７の３Ｐ、＃４のドライブなどで引き離しにかかる。奈良も＃１５、＃５の

連続３Ｐで点差を詰め、３４－４２北海道リードで前半終了。３Ｑ、北海道はインサイドを中心に攻め、スティールからの

速攻などで点差を広げる。残り６分、４１－５５となったところで奈良タイムアウト。奈良は＃５、＃８のミドルシュートで加

点するが、北海道１０点リードで３Ｑ終了。４Ｑ開始早々、奈良は＃１５の３Ｐで詰め、オールコートの２－２－１でプレッ

シャーをかけるが、北海道は＃７、＃１５のインサイドでの合わせやバスケットカウントで点差は詰まらない。その後も得

点を重ねた北海道が７０－９０で勝利。インサイドの攻撃とアウトサイド陣がバランスよく噛み合った北海道の勝利で

あったが、必死にボールを追いひたむきにディフェンスを続けた奈良チームの健闘も称えたい。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

20 － 11
16 － 11
7 － 16

11 － 25

－

愛　媛 千　葉
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 (C) 6 2 0 0 1 1 3 5 1 0 0 1 0 0 0

5 - - - - - - - 4 * (C) 12 0 4 4 1 8 3

6 * 10 0 5 0 3 8 2 9 * 7 0 2 3 1 8 3

7 - - - - - - - 13 * 15 0 7 1 2 19 3

8 - - - - - - - 6 - - - - - - -

9 * 3 0 0 3 3 0 0 7 * 0 0 0 0 1 4 1

10 * 25 4 5 3 4 6 0 10 2 0 1 0 1 1 1

11 * 3 1 0 0 4 6 3 11 * 24 5 2 5 3 3 0

12 - - - - - - - 8 - - - - - - -

13 * 7 0 3 1 1 6 3 12 - - - - - - -

14 - - - - - - - 14 - - - - - - -

15 0 0 0 0 0 0 0 15 2 0 1 0 0 4 0

0 0

54 7 13 7 16 27 11 63 5 17 14 9 47 11

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

愛　媛 千　葉54 63

2014年10月19日(日) 会場： 大村市体育文化センター10:00

少年女子準々決勝

主審

副審

● ○平　育雄（神奈川）

熊谷　久美子（青森）

木村　珠貴

選　手　氏　名

石船　恵那

芝　樹里

No. 19F1 日時：

選　手　氏　名

石原　夏帆

正木　夏奈芽

合計

戦　　評

記載者 林　英晴 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

荻野　あかり

赤穂　ひまわり

城内　はるか

山上　香瑠

細貝　野乃花

軸丸　ひかる

足達　瑶咲

江良　萌香

山本　加奈子

井上　奈々

山本　茉紀

コーチコーチ 中川　香一郎

北條　彩佳

渡部　友里奈

山本　由真

中村　美羽

稲垣　世羅

神崎　めぐみ

小野尾　梨紗

鈴木　親光

森　幾美
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愛 媛 千 葉

両チームともにマンツーマンでスタート。愛媛は立ち上がりから＃１０が2本の３Ｐを決め、先手を取る。千葉

は速攻からのシュートが決まらず、苦しい展開。終盤、愛媛＃４の３Ｐが決まり９点差で１Ｑ終了。２Ｑ、愛媛

の速攻からの速い展開は止まらず、残り４分１５点差。攻撃が上手くかみ合わない千葉は＃４の２Ｐで粘る。

残り3分タイムアウトを取るが、流れを引き戻せず１４点差で前半を終えた。

３Ｑ序盤から千葉は我慢の時間が続くが、残り２分＃１１の３Ｐが決まると、オールコートプレスからスティー

ルに成功。愛媛はタイムアウトを取るが、流れをつかんだ千葉５点差まで詰め寄り、３Ｑを終える。千葉は

ディフェンスでプレッシャーをかけ、＃１１の２本連続３Ｐでついに逆転。愛媛はタイムアウト後、落ち着きを取

り戻し、その後は互角の戦いが続く。残り２分、千葉は＃１１の３Ｐ、＃４の２Ｐで６点差とするとそのまま逃げ

切った。



Game Report

第69回国民体育大会

バスケットボール競技

18 － 19
21 － 10
10 － 13
22 － 25

－

福　井 大　阪
No. 得点 3P 2P FT Ｆ R As No. 得点 3P 2P FT F R As

4 * (C) 11 0 5 1 1 5 7 4 * (C) 21 3 6 0 0 4 1

5 * 9 3 0 0 2 1 1 5 * 5 1 1 0 3 4 1

6 * 18 0 9 0 2 13 0 6 2 0 1 0 0 2 1

9 0 0 0 0 0 0 0 7 0 0 0 0 0 0 1

10 * 0 0 0 0 0 2 2 8 5 1 1 0 0 1 0

11 6 1 1 1 1 1 2 9 2 0 1 0 1 0 0

12 - - - - - - - 10 * 10 0 5 0 4 13 0

13 - - - - - - - 11 * 4 0 1 2 0 3 0

14 - - - - - - - 12 2 0 1 0 1 0 0

15 * 7 0 3 1 3 2 0 13 2 0 1 0 0 2 2

8 20 0 7 6 0 12 1 14 * 11 0 5 1 2 10 0

7 - - - - - - - 15 3 0 1 1 1 2 0

0 0

71 4 25 9 9 36 13 67 5 24 4 12 41 6

＊…スターター　(C)…キャプテン　3P…3点シュート　2P…2点シュート　FT…フリースロー　　F…ファウル　　Ｒ…リバウンド　　As…アシスト
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競技記録

福　井 大　阪71 67

2014年10月19日(日) 会場： 大村市体育文化センター11:55

少年女子準々決勝

主審

副審

○ ●有澤　重行（山口）

國吉　由華（沖縄）

梶川　清佳

選　手　氏　名

篠原　千晴

宮崎　安奈

No. 19F2 日時：

選　手　氏　名

長谷川　玲子

林　聖夏

合計

戦　　評

記載者 横田　昌臣 （所属） 長崎県バスケットボール協会

合計

谷口　実里

新城　睦月

北條　紗菜

嶋田　麻那

小木　爽加

灰塚　千沙都

花山　迪理

村井　杏奈

宮﨑　寧子

宮下　希保

地村　真奈美

コーチコーチ 石田　洋志

石井　杏奈

梅　華蓮

北原　あゆみ

石丸　佳奈

永池　未怜

反　千夏

飯尾　友香

安藤　香織

澁谷　咲月
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福 井 大 阪

両チームともにマンツーマンディフェンス。大阪は＃４、＃１４を中心に中外を巧みに攻撃し、リバウンドを制して３

－１４と先手を取る。一方、福井は＃１５の速攻、＃６の１ON１で追い上げ、１Ｑは１８－１９大阪１点のリード。２

Ｑ、一進一退の攻防が続く。福井は何度も１ゴール差まで詰めるがなかなか追いつかない。残り３分半、ついに

＃８のフリースローで同点。大阪はタイムアウトを取るがミスが続き、完全にリズムを取り戻した福井は＃４、＃８

のドライブが冴え３９－２９と一気に逆転した。３Ｑ、大阪は＃１４がディフェンスリバウンドを奪い、＃１０や＃９の

２Ｐで追いかける。福井は＃４を起点に＃６の合わせなどで４２－４９、福井７点リード。４Ｑ、大阪は＃４、＃８の３

Ｐなどで、残り３分６２－５９とついに３点差。福井は＃８と＃６の合わせで突き放すが、大阪はオールコートマン

ツーマンでプレッシャーをかけ、＃４の連続３Ｐで再び４点差と猛追する。しかし福井は残り３５秒、タイムアウトを

取り、冷静に時間を使って攻め、７１－６７で逃げ切った。敗れたものの、大阪＃４の３Ｐを軸に、試合終盤までの

粘り強いプレーはたいへん見応えがあった。
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